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　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】
高 電 圧 回 路 が 過 剰 に 高 い 電 圧 を 発 生 し な い よ う に す る 方 法 に お い て 、
ａ ） メ モ リ 内 に 記 憶 さ れ た 複 数 の 作 動 モ ー ド の １ つ に 関 連 し た 基 準 値 の デ ジ タ ル 表 現 を 読
み 出 す ス テ ッ プ 、
ｂ ） 前 記 基 準 値 の 前 記 表 現 の 保 全 性 (integrity)を 検 査 す る ス テ ッ プ 、
ｃ ） 高 電 圧 回 路 の 出 力 電 圧 を 示 す 検 知 信 号 を 供 給 す る ス テ ッ プ 、
ｄ ） 前 記 検 知 信 号 を 前 記 基 準 値 と 比 較 す る ス テ ッ プ 、
ｅ ） ス テ ッ プ （ ｄ ） で の 比 較 が 過 剰 高 電 圧 を 示 す 場 合 、 高 電 圧 出 力 の 発 生 を 抑 制 す る
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】
異 な っ た 作 動 モ ー ド 用 の 異 な っ た 基 準 値 の 各 デ ジ タ ル 表 現 を 読 む 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】
チ ェ ッ ク サ ム ア ル ゴ リ ズ ム を 用 い る こ と に よ っ て 、 基 準 値 表 現 の 保 全 性 を 検 査 す る 請 求 項
１ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】
チ ェ ッ ク サ ム ア ル ゴ リ ズ ム を 、 記 憶 さ れ た 基 準 値 全 て の 各 表 現 に 適 用 す る 請 求 項 ３ 記 載 の
方 法 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】
基 準 値 の 表 現 の 保 全 性 を 検 査 す る た め に 、 前 記 基 準 値 の 異 な っ た 少 な く と も ２ つ の 表 現 を
読 む 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】
記 憶 上 限 の あ る 基 準 値 を こ と に よ っ て 、 前 記 基 準 値 の 表 現 の 保 全 性 を 検 査 す る 請
求 項 １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】
記 憶 下 限 の あ る 基 準 値 を こ と に よ っ て 、 前 記 基 準 値 の 表 現 の 保 全 性 を 検 査 す る 請
求 項 １ 記 載 の 方 法 。
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　 　 【 請 求 項 ８ 】
基 準 値 の 変 化 し た 表 現 を 検 出 す る こ と に よ っ て 、 エ ラ ー 指 示 信 号 を 形 成 す る 請 求 項 １ か ら
７ 迄 の 何 れ か １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】
基 準 値 の 変 化 し た 表 現 を 、 同 じ 基 準 値 の 変 化 し て い な い 他 の 表 現 か ら 再 構 成 す る 請 求 項 １
か ら ８ 迄 の 何 れ か １ 記 載 の 方 法 。
　 　 【 請 求 項 １ ０ 】
基 準 値 の 変 化 し た 表 現 を 、 同 じ 基 準 値 の 変 化 し て い な い 複 数 の 表 現 か ら 再 構 成 す る 請 求 項
９ 記 載 の 方 法 。
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